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論文の構成
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– 扱う問題（=Concealed Information detection）の説明

2. Related Work

3. Data
– データの作成方法の説明

4. Feature Extraction
– 検出に利用する素性の説明と分析

5. Classification Experiments

6. Conclusion, Limitations, and Future Directions
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https://www.nikkansan.net/news/試験不正で-ハワイのソムリエがタイトル剥奪/

あるマスター・ソムリエが、
テイスティングされるワイ
ンに関する情報を事前に

漏らしていた

情報を教えられた受験
者は、情報を知ってい
ることを隠そうとする
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Concealed information Detection

• 重要な情報を知っているのに知らないかのように
振る舞っていること（隠蔽情報）を検出するタスク

⇔ （狭義の）Deception（虚偽）: 
– 知らない情報を知っているかのように振る舞うこと
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Research Questions

1. 人はどのくらい隠蔽情報を検出できるか？

2. 音声とテキスト情報を用いることで人の精度
を超えた分類器を作成できるか？

3. 隠蔽(concealed)情報検出と虚偽(deception)検出
の手掛かりとどのくらい関連している？

4. 機械学習に基づく分類器はどのような場合
に専門家より良い精度を実現できるか？
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データ: Blind Tasting Game

• ソムリエ試験の不正に似せたデータを作成

– 5-10人のワインのプロが7-10ラウンド参加

– 各ラウンドごとに１つのワインが注がれるが、その際、
無作為に参加者の1人（=情報隠蔽者）に正解が伝えられる

– （隠蔽者も含む）参加者は、（正解率が高くなるよう）taste, describe, 
reason, concludeを行い、その後、ワインの情報が公開

– 続けて、各参加者は、誰が情報隠蔽者であったかを予
測（何人書いてもOK）

• もっともうまく隠蔽した参加者は fine wine を貰える
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作成データの詳細＆前処理

• 41人のプロが参加し、49セッションを記録
– 各参加者は、発話に加え、ワインの描写、結論、情報隠蔽者

の予測結果をシート(text)に記載し提出

– セッション終了後、参加者の性別、母語、資格、ドメイン知識情
報も収集(Individual information)

• 音声情報を書き起こし（自動＋人手修正） + 分割
– ポーズを含まない連続する発話を“turn”と定義

– Single turn分割: １つずつの turn で構成

– Multiple turn分割: 各ラウンドの各参加者のturnの集合

• 最終的に、164時間、3288のmultiple turn分割、9104の
single turn分割（7:1:2に分けて5分割交差検定）
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論文の構成

1. Introduction
– 扱う問題（=Concealed Information detection）の説明

2. Related Work

3. Data
– データの作成方法の説明

4. Feature Extraction
– 検出に利用する素性の説明と分析

5. Classification Experiments

6. Conclusion, Limitations, and Future Directions
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音声・韻律的手掛かり

• 既存の研究で有効そうなものを使用

– low-level音声素性（大きさ、ピッチ、声質など） (8)

– メル周波数ケプストラム係数（MFCC） (13)

– IS 2013: the 2013 Computational Paralinguistics
Challenge baseline feature set (6373) 

– IS 2009: the 2009 Emotion challenge baseline 
feature set (384) （実際の実験ではこれだけ使用？）
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low-level素性と情報隠蔽の関係

• 多重検定の設定でα=0.05相当になるように補正を
行った上で有意差検定（S: 有意差あり）

情報隠蔽者は、ピッチの最高
値、最大音量、話速が大きく、

話す時間は短くなる傾向

Durationのみ虚偽(deception)
では確認できなかった特徴
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言語的手掛かり

• LIWC (Linguistic Inquiry and Word Count):
– 語彙がカテゴリごとに分割された辞書

• Linuguistic:
– hedging (はぐらかし, e.g.: I think …, sort of …), subjectivity, 

contraction (短縮形) など10種類

• Length:
– trunの平均語数、文の平均語数、語の平均長, etc.

• Ngrams:
– unigram, bigram, trigram 

• Emgeddings: 
– ワイン記事とtweetで学習したGloVeベクトル
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言語的手掛かりと情報隠蔽の関係
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言語的手掛かりと情報隠蔽の関係

確信レベルが増加するのと同様に、情報
を隠さなければというプレッシャーから認知

負荷（“cause”, “think”, “know”）も増加

はぐらかすような
表現が多い
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分類実験

• Baseline Models
– 言語的手掛かり with Logistic Regression (LR)
– 音声・音韻的手掛かり with Random Forest (RF)

• Deep Learning Models
– 音声・音韻的手掛かり with MLP
– GloVeベクトル with BiLSTM
– 上２つの統合モデル（MLP+BiLSTM）

– さらに Individual素性（性別、母語、etc.）を追加
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Multi-task Learning Models

• 他に２つのタスクを追加

1. 参加者の予想が正解かどうかを予測

2. ワインの銘柄等の正解が何であるかを予測

• テイスティングの
データセットを追加

– 5.5時間

– 21ラウンド
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実験結果
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まとめ

• Concealed information検出に取り組んだ論文

• プロのソムリエを集めデータセットを作成
– 知人がいるなどの要因でややバイアスされている可能性

– モデルの頑健性を示すには他分野のデータも必要

• 検出の手掛かりを、Deception（虚偽）検出に有効な手掛かり
と比較し、特徴を分析
– 多くの手掛かりは一致するものの一部異なっている

– e.g., 説明時間は短くなる傾向, 前向きな感情や確信度は増加

• マルチタスク学習を取り入れたニューラルネットに基づく手法
で、人を大きく超える予測精度を実現
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